



















十歳にして、 「つらつら世間の茶道を見るに、後人の作意にして、其本を知らざる故に、事理本意に違ふこと多し」ということに気づいて、 「当世の茶の湯学びたまふは御無用の事なり」と言い切って る。「後人の作意」を排し、原点に戻ろうとしたのは明らかである。そうして、 「予も茶湯大好きながら、当世の茶を笑ひたまふ人々の御ひゐき仕るべし」と 記している。不昧 よれば、 「一心 修め慎み、清浄潔白を本として、礼楽かね備はり、親疎貴賎の隔なく、一和の業を成すこと」が、 「茶の湯」の目指すところだった。 が「一心」の修養に始まって、 「礼楽」を前提 「親疎貴賎の隔」のない付き合いがそこに 立するならば 時代と地域をとも 超える普遍性を持ち得るだろう。そうなれば 隔意のものどもなんど小座敷にこと寄せ、和意を被遊しこと、誠に明君の思召 かくこそあ べし」という効用も期待される。それに「人は常に手隙なく居る物なり。慰 くして静かに独居する時は、色々の悪しき事を考へ出すもの」であり、また「華美」になりがちのと ろを 「侘の茶の湯を作り、知足の道を行 えば、 「茶を立てゝ不足 そ楽みとなれ」という次第で、ついに 「不
足にて茶を立て楽むが人なり」とまで言われている。この「数寄といふスキも又知足の事、知足は何覚るにあらず、心得るなり」というのは、諸事倹約を旨とした時代の要請を受け容れたものであろうか（ 「贅言」 、 『新修茶道全集』九、春秋社、一九六九年） 。
また井伊直弼（
1815-60 ）が『閑夜茶話』で、 「昔は富者、貴人も侘
びたる者まで、茶湯熱心とあれば 目を懸け、同座して呼びつ呼ばれつ隔なかりしなり 然るに近代は、貧者、不肖の人 、たとえ茶湯熱心ありとも、よせず、誠の道はかけたる風情なりと、藤井宗源なげきたり」と紹介した藤井宗源
(1608-95 ）は江戸前期の人であるが、前
期でさえそうだったとすれば 直弼が「相客吟味」の重要性を説き、「相互にむつまじく知り合たる人を組合わせて、云い入るべきこと肝要なり」 （ 『茶湯一会集』岩波文庫）として、サークル 閉じられたまだったのはやむを得ないことだったのだろうか。
いずれにしても、こうして戦国乱世を背景に人間関係の構築を目指



























今は抹茶が流行しているが、煎茶ははやらない。…煎茶の席などあまりきかない。抹茶茶碗などつまらぬものでも高価なのに、昔の人が愛情をこめた煎茶 碗も朱泥の急須もあまり価が出 い。竹田や木米の時代が全盛であって、もう全盛 めぐってこないように思える。
 
（ 『中川一政文選』ちくま文庫、一九九八年）


































































と述懐しているのが、その体験に依るものならば、これこそが秋成を煎茶好きにした理由であろう。たった「三椀」の煎茶で、 「中冬 陰暦十一月の「北風」をまともに受けながら寒さどころか「軽汗」を発した効果は決定的だった。爾来 煎茶なくしては夜も日も明けぬことになったので なかろうか。やがて京に移り住んで、 『清風瑣言』を執筆して流行を牽引したさい、近所に住んでいた栲亭がそれに序を寄せて（ 『栲亭二稿』巻五） 、茶は煎茶でなければその神を発揮することができないとして、 「 は気を以 神と為す。味は抑も末なり。点ずる者の若きは、則ち尚とぶ所 味 在り 其の神は則ち餒
だい
す」と記し










というように、当節の茶人への評価はきわめて低い。 「竊吹濫巾」は、隠者でもないの その振りをすること。 「旗槍」は極上の茶。その区別もつかず、 「水」の性質や、 「湯」の沸 具合といった大事なことを看過して、 「柴汝官哥」古代 四大窯や、 「建吉」は福建省建陽県水吉鎮にあった窯で、宋代の喫茶 流行にともない発達したところの器や、 「張成楊茂」は浙江省嘉興府の彫漆の工人で、 「剔紅」は漆器の一種、 「方信川」は明の新安の螺鈿造り 名人といった工人の制作にかかる（とされた）道具類を自慢するために、財産を費消するのは笑止千万だと栲亭は記している。　
こうした考えの師のもとで学び、秋成とも往来のあった竹田が両者
の煎茶愛好の精神的影響を受けたのは 然な流れであったろう。それに文政六年三月廿七日の「日記 によれば 河合冏斎とともに「花月亭」を訪れたとき こと して、 「亭主 「茶飲」を嗜み「売 翁の像」を「祠」に奉じて、 「予が為に翁の遺物数種を
陳つら
ね、其の遺事


















と売茶翁讃仰の言辞が綴られている。 「桑苧」は陸羽の号。 「耋齢」は八十歳の高齢。 「沾沾」は得意気なようす。山陽のころは、チョウチョウ 発音したかもしれない。いずれにしても、山陽もまた売茶翁の十全な理解者だっ ことがわかる いかげんなエピゴーネンは、「高の罪人」なのだと言い切っているのが注目される。　
ところで竹田の茶論としては、 『石山斎茶具図譜』 『竹田荘茶説』
『竹田荘泡茶訣』の三部作が知られているが、 『石山斎茶具図譜』に竹田は次のように書き添えている。
本邦茶飲の行わるるや久し。近日、用うる所の葉茶は、僧隠元将来と相伝う。未だ知らず、果たして然るや否やを。其の風炉・急尾焼を用い、烹点飲啜するに至りては、遊外高翁より始まる。丁亥の年、崎山に寓し、清人の茶を煮るを見れば、湯瓶 注 相須いて用を為す。 疏 論ず 所の如 斯の譜に載す 所も亦た同じ。予は迺ち専ら此の法に従うと云う。





竹田はもともと、 「荒 し宿のしづけき窓の下に、独りして香きゝ茶たつる程楽しきはなし」というように、 「茶」や「香」をひとり静かに嗜むタイプの人間だった。したがって









と記してもいたように、 大名 遊興としての 「茶事」 にも批判的だった。
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いう、 「いともかしこきひじりの天の下のあをひ ぐさをやしなひ給へる五つのたな 物をもる器」と、 「 たづらにのんどう ほすまでの器」とどちらが大事 かと。この生活者の視点に立った問いは、 「かしこきひじり」を引き合いに出している以上、勝負ははじめからついてい ようなものである。喉の渇きをいやすだけの茶碗が「黄金百両」で売買されるならば、生命維持のためになくてはならない「五つのたなつ物をもる器」すなわち飯椀にいくら 対価 ふさわしいかと問い詰められる 、さす の茶器商人も返答 窮し いる。竹田は「賎しき者のいひいさかひながら、ことわりあり こゆ」と、 「をこの男」に賛成している。　
こうした考えは、どこから来たのだろうか。竹田は続けていう。
唐土にて屋作ることこのみ給へる帝いまそがりける。其朝はよき



















しかるべき茶器が送られることを期待したさいのこと、利休はそれを無視して大金で「晒せる布」を買い求め、 「茶巾さへきよらなれば茶は飲まれ侍 」と伝えたという。竹田はこれによって利休が道具に振り回されるべきではないと考えていた 根拠に、みずからも「えもしれぬ遠つ国の茶碗、或は水指なんどいひもてのゝしるは、めづらなるは去ることながら、下枝の端の葉とやいはむ」と言って、 「めづらなるは去ることながら」と譲歩しながらも遠来の名物や唐物の類をありがたがる連中とは一線を劃して る。　
かくして竹田周辺の茶会は、次のように行われていた。





































名器の類に頼ることなく、天地自然の恵みである「山茱萸」と「さゞん花」を取り合わせただけの設えに、 「いと見すてがたく」感興を刺激された竹田はその場で絵筆を執り、同時に七絶二首を自賛している。主人ひろきはこ 作品のみ らず その全過程を味わい喜んで表装し秘蔵したという。　
詩句の解を少々。 「莓苔」はこけ。冒頭の「愛養」が及ぶ範囲は、































（ 『清風瑣言』上、 「煎法」 ）
　
また竹田の次の一節にも、心引かれるものがある。
ひろきが身まかりける前の日は、心地こよなうよげにて、つの国の大城にあなるこがねの水おくる人侍りければ、それにて茶烹んとて、おのれなんどひとり二人つどひて、瓶子あらひ、火ふきたて、とにかくものす うちに、とみに心地あしとて打ふしぬ。薬師よなんど 人々足手そらにまどひて、茶にる業も其まゝにてやみぬ。夜あけなんとする比、お れをよびて、 やよみぢも近くおぼゆ。茶にるべうもなし。夜べの水のみ 別れなんといふ。女の童泣く泣く水もて来ぬ。お れのみてひろき さす。ひろき心地よげに打のみ、又おのれにのみほせといふ。おのれほしつ。ひろきほゝえみて、歌こそ出 れり、かけといふ。おのれ筆とりたれば、打出しつ。
        ちよろづとこそむすぶべき金水
        　　　　
汲かはす我は水泡とぞきゆ
　　
































































































「泮水」は学校。 「雀舌」は、柔らかい芽を焙じてつくった上等の茶。「冠童」は元服した若者。 「掬」は両手でひとすくいした量。 「筠籃」は竹籠。 「竜鳳団」は宋の団茶で、竜鳳の模様がついた上等の茶。 「蒙山中頂の雷鳴茶」は『茶譜』に「仙家に雷鳴茶有り」とあって、 「能く宿疾を袪」くという記述が見える。それ 対して北林は、 「苦味」によって「睡魔を降す ことのほうが 永夜の習学」に効果が ると言っている。北林にとっては、これこそが「 の効用」だった。そして、 「世上の茗讌
  珍異を競」ってもっぱら「高致」高尚さを追究し
ているのに対して、 たちは 澹泊、平生の事、清楽優遊、名教の地」とその違いを強調している これらによって、閑谷校 近くには「茗園」が備わり、生徒たちの手によって茶摘みが行われ、それを日常的に賞味し いたことが知られる。　
続いて「十月既望夜、至黄葉亭。会者五人、以深林人不知明月来相

































































































































































































































































「蟹眼」は湯が沸くときに出る小さな泡。 「松風」は煮え 湯の音を譬えた。 「茶味」が「清絶」この上なく清らかなのは、窓から見える月光に照らされた「梅花」もさる とながら、一人心静かに煎茶を喫しているからであろう。ここにも「人為」と「天造」の見事な融合が
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tility and sociability in 18th century 
the E






ony in 18th C
entury Japan を書き改めたものであるが、日本
18世紀
学会のＨＰに掲載される予定の英文要旨もご参照いただければ幸甚である。巻頭図版 電子データを提供していただいた林原美術館に謝意を表する。紹介の労をとられた岡山県立美術館館長守安收氏、御高配に与った林原美術館学芸課長浅利尚民氏にも厚く御礼を申し上げる。なお小論は、科学研
究費助成事業（基盤研究（Ｂ） 「
18世紀における知識とマナー、秩序：公共
知の東西比較」課題番号：２６２８４０１６）の成果の一部である。
― 229 ―
